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１． 概要（Summary） 

当研究室では現在、流体デバイスに組み込んだセンサ

を利用して、ラットの脳内のグルコースやラクテートの計測

を試みている。今回、早稲田大学 NTRC にマイクロ流体

デバイスの作製をお願いし、それを用いて行った基礎実

験の結果について報告する。 
２． 実験（Experimental） 
【利用した主な装置】 

・プラズマリアクター 
・スピンコーター（ミカサ：1H-DX2） 
・UV 露光装置（SUSS Micro Tec：MA6/BA6） 
・電子顕微鏡キーエンス社製 VE-7800 

【実験方法】 
Fig.1 に今回の実験の概略を示す。マウスの脳を生きた

まま体外に取り出し、かん流液で生かしたままで、脳内の

グルコース濃度、ラクテート濃度の変化を連続的に測ろう

というものである。 

 
３．結果と考察（Results and Discussion） 

 

Fig.2 に今回試作したマイクロ流体デバイスのﾃﾞｻﾞｲﾝと写

真を示す。また Fig.3 に、グルコースセンサーを組み込ん

で測定した際のキャリブレーションカーブを示す。 

 

 
 
概ねグルコース濃度と相関を示しているが、ベースライン

に若干のドリフトが見られる。今後本デバイスを用いて実

際の動物実験を行っていく予定である。 
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